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公共資産経営課 ☎221-1229

　市の人口は1990年をピークに減少していま
す。2040年には約20%減少する（2010年比）
という推計結果もあります。

市の公共施設（※1）の現状と背景 これからは…

　市では、これまでおおむね築40年を目安に建
て替えをしてきました。10年後には半数以上
が築40年以上となります。

老朽化はどのくらい進んでいるの？

市の人口はどうなるの？
●施設数…約1,500施設
●延床面積…約230万㎡
※平成24年3月末時点

どれくらい公共施設があるの？
東京ドーム約50個
分、市民1人あたり
約3.2㎡です。

どのくらいお金がかかるの？
　今後30年間で建物の維持・建て替えに要す
る費用を試算すると、約309億円/年となりま
す。これまで実際に支出してきた金額は過去4
年間の平均で約117億円/年なので、1年あた
り約200億円不足することになります。
　これを生産年齢人口1人あたりの1年間の負
担額にすると…

　市全体でアセットマネジメントに取り組んでいく必要があ
ります。アセットマネジメントとは、計画的な整備や維持管理
を行うことで公共施設の寿命を延ばし、長期にわたり安心
安全に利用できる施設を提供するとともに、公共施設の利
活用促進や統廃合を進めることで、将来の財政的負担の軽
減を図る取り組みのことです。
　市では、こうした取り組みの基本的な方向性を示すため
に、4月に「アセットマネジメント基本方針」を策定しました。

では、どうすればよいのでしょうか？

基本方針 1 総資産量
の適正化

●市民のニーズはあるか、市の政
　策には適合しているか、費用対
　効果はどれくらいかといった点
　からの施設評価を行います。

●施設の複合化、用途変更、統廃
　合といった手法の中から最適
　な対応策を検討します。

必要なサービ
ス水準を確保
したうえで
施設総量を
20％縮減

●施設の廃止により生じる跡地
　の売却

財源の
確保

基本方針 2 長寿命化の推進

●定期的な点検・診断
●計画的な維持修繕

長寿命化

財政負担の
軽減・平準化

基本方針 3 民間活力の導入

●民間事業者の資金・
　ノウハウの導入
●市民との協働

サービスの向上

財政負担の軽減

これからの公共施設のあり方を考えるシンポジウム

と き 8/23㈯ 13:30～17:00
ところ 清水テルサ 1階ホール

JR清水駅東口（みなと口）すぐ

内 容 ●基調講演「公共施設マネジメントはなぜ必要か」
  <講師>根本祐二氏
●パネルディスカッション「静岡市の公共施設を考える
  ～次世代に大きな負担を残さないために～」
  <コーディネータ>根本祐二氏
  <パネリスト>恒川和久氏（名古屋大学准教授）、齊藤
　 由里恵氏（徳山大学准教授）、田辺信宏静岡市長

申込み

対 象 どなたでも400人

●市の人口推計 出典：総務省統計局「国勢調査」
国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口
（平成25年３月）
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電話で市コールセンター☎200-
4894へ［7/15㈫～・申込順］

＜講師紹介＞

●公共施設マネジメントの第
一人者。東京大学経済学部
卒、日本政策投資銀行入行。
地域企画部長を経て、2006
年から現職。専門は公民連
携、地域再生。内閣府PFI推
進委員会委員など公職多数。

根本祐二氏
（東洋大学教授）

開催
します！～ 世界に輝く「静岡」を未来に継承するために ～

　市では、民間企業の経営手法
を取り入れるなど、限られた予
算で効果の最大化を図る「新し
い公共経営」の考え方のもと、
まちみがきを進めています。
　その中で、公共サービスのあ
り方を見直し、健全で持続可能
な都市経営の実現を目指す「ア
セットマネジメント」は、早急に取り組むべき重
要なテーマであり、「希望の岡」を実現するた
めに不可欠といえます。
　皆さんと一緒にアイデアを出し合いながら、
よりよい公共サービスを提供できるように努め
ます。ご理解とご協力をお願いします。

静岡市長
田辺 信宏

●築年別延床面積の割合
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※平成24年3月末時点

※1 公共施設は、学校や市営住宅などの「公共建築物」と、道路や上下水道などの「インフラ資産」に大きく分けられます。
　　ここでは特に「公共建築物」について説明しています。

これからの

公共施設の

あり方につ
いて、

一緒に考え

ましょう。

　1970年代の高度成長期、80年代のバブル経済期、そして90年代のバブル後
の不況時の景気対策期を通じ、市では、学校や市営住宅、図書館など、多くの公共
施設を整備してきました。今後、これらの施設の老朽化が進み、一斉に改修や建て
替えの時期を迎えますが、その改修や建て替えには多額の費用が必要です。
　一方、人口減少や少子高齢化が進むなど、社会構造や市民ニーズは整備当時と
は大きく変わっています。これらの状況をふまえ、公共施設を中心としたこれまでの
公共サービスのあり方を改めて見直す必要があります。

次世代に負の資産を
残さないために

現在…
約2.6万円/人

30年後…
約10.5万円/人

次世代の
負担額が
約4倍に！
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● 公共施設の老朽化が問題となっています ●

問合せ
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財 政 課
☎ 221-1026

私たちの税金
どう使われているの？

平成25年度 財政事情のお知らせ
　静岡市の平成25年度の一般会計、特別会計、公営企業会
計の予算総額は5,959億9,119万円で、前年度の予算総額
6,027億6,514万円に比べ1.1％の減となりました。
　市債の残高は、平成25年度末で6,650億円（一般会計
4,404億円）です。

1人当たりの
市税負担額は…

●一般会計予算を市民 1人当たりに換算すると？

※ 3/31現在の推計人口 70万 6,823 人から算出

17万5,857円

1人当たりに
使われるお金は…

41万6,742円

1人当たりの
市債残高は…

62万3,002円

●市の財産の状況は？
公有財産 土地4,293万㎡、建物255万㎡ほか
物　品 車両936台ほか
債　権 民間への貸付金など67億円
基　金 579億円

※3月末現在の状
況です。最終的な
決算値は12月に
お知らせします。

上段・予算額
下段・収入済額

上段・予算額
下段・支出済額

市税

市債

国　庫
支出金

　県
支出金
地方消費税
交付金

その他

地　方
交付税

使用料及び
手数料

土木費

民生費

公債費

総務費

衛生費

教育費

消防費

その他

  1,236億            円
1,215億   262万円（98.3％）
532億5,469万円
298億1,292万円（56.0％）
491億6,804万円
421億   887万円（85.6％）

66億2,671万円
60億8,096万円（91.8％）
351億3,853万円
338億1,958万円（96.2％）

72億3,700万円
75億3,985万円（104.2％）

120億9,069万円
63億1,913万円（52.3％）

139億4,238万円
148億9,353万円（106.8％）

  812億6,324万円
748億 2,978万円（92.1％）
744億9,292万円
480億3,097万円（64.5％）
390億9,600万円
364億4,279万円（93.2％）

86億9,056万円
76億1,063万円（87.6％）
182億4,814万円
115億1,164万円（63.1％）

206億8,767万円
169億9,426万円（82.1％）

242億1,539万円
194億7,973万円（80.4％）

343億6,413万円
265億3,768万円（77.2％）

上段・予算額
下段・収入済額

上段・予算額
下段・支出済額

市  税

市  債

国　庫
支出金

　県
支出金
地方消費税
交付金

その他

地　方
交付税

使用料及び
手数料

土木費

民生費

公債費

総務費

衛生費

教育費

消防費

その他

  1,243億            円
1,224億4,017万円（98.5％）
519億5,710万円
274億6,730万円（52.9％）
487億3,097万円
424億4,308万円（87.1％）

64億6,401万円
59億3,778万円（91.9％）
303億3,810万円
295億5,989万円（97.4％）

72億5,800万円
74億8,584万円（103.1％）

122億   739万円
91億7,340万円（75.1％）

133億   702万円
137億9,457万円（103.7％）

  830億5,460万円
755億3,492万円（90.9％）
661億2,443万円
437億9,171万円（66.2％）
402億9,300万円
402億5,948万円（99.9％）

132億9,758万円
109億4,880万円（82.3％）
147億   929万円
102億6,061万円（69.8％）

221億3,781万円
171億   456万円（77.3％）

261億6,305万円
209億7,560万円（80.2％）

287億8,283万円
227億   913万円（78.9％）

予 算 額 2,945億6,259万円
収入済額 2,583億   203万円（執行率 87.7％）
支出済額 2,415億8,481万円（執行率 82.0％）

一般会計
歳　出歳　入

会　　計　　名 予　算　額 収 入 済 額 （執行率） 支 出 済 額 （執行率）
国民健康保険事業会計 808億6,073万円 726億9,182万円（89.9%） 718億3,683万円（88.8%）

介 護 保 険 事 業 会 計 544億     50万円 511億9,523万円（94.1%） 494億3,001万円（90.9%）

公 債 管 理 事 業 会 計 414億8,435万円 414億5,968万円（99.9%） 414億5,966万円（99.9%）

競 輪 事 業 会 計 154億   468万円 139億3,093万円（90.4%） 127億6,630万円（82.9%）

後期高齢者医療事業会計 74億4,720万円 69億9,150万円（93.9%） 61億7,621万円（82.9%）

清掃工場発電事業会計 13億4,443万円 12億2,785万円（91.3%） 7億2,267万円（53.8%）

簡 易 水 道 事 業 会 計 9億   792万円 4億9,845万円（54.9%） 4億9,135万円（54.1%）

中央卸売市場事業会計 7億5,834万円 7億1,911万円（94.8%） 6億3,286万円（83.5%）

母子・寡婦福祉資金貸付金会計 4億9,284万円 4億8,742万円（98.9%） 3億8,998万円（79.1%）

農業集落排水事業会計 4億3,519万円 2億5,707万円（59.1%） 2億9,532万円（67.9%）

駐 車 場 事 業 会 計 3億1,361万円 1億9,509万円（62.2%） 2億9,889万円（95.3%）

電気事業経営記念基金会計 2億2,567万円 2億2,546万円（99.9%） 2億2,536万円（99.9%）

介護保険サービス会計 5,630万円 5,913万円（105.0%） 5,619万円（99.8%）

土地区画整理清算金会計 861万円 510万円（59.2%） 6万円（  0.7%）

合　　             計 2,041億4,035万円 1,899億4,382万円（93.0%）1,847億8,170万円（90.5%）

※不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしま
した。なお、予算額などは、消費税込みの数字です。

※1万円未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

特別会計 公営企業会計

収　　　　　入 支　　　　　出
予　算　額 収 入 済 額 （執行率） 予　算　額 支 出 済 額 （執行率）
102億9,545万円 103億4,676万円（100.5%） 98億5,602万円 93億3,157万円（94.7%）

42億1,171万円 28億8,180万円（68.4%） 124億5,572万円 82億5,176万円（66.2%）

収　　　　　入 支　　　　　出
予　算　額 収 入 済 額 （執行率） 予　算　額 支 出 済 額 （執行率）
186億1,375万円 185億   240万円（99.4%） 182億6,714万円 176億9,550万円（96.9%）

130億1,499万円 90億9,372万円（69.9%） 230億5,159万円 184億4,765万円（80.0%）

収　　　　　入 支　　　　　出
予　算　額 収 入 済 額 （執行率） 予　算　額 支 出 済 額 （執行率）
301億3,394万円 303億4,037万円（100.7%） 301億3,394万円 297億8,097万円（98.8%）

8億8,486万円 6億9,139万円（78.1%） 35億2,384万円 30億6,189万円（86.9%）

●病院事業会計

●水道事業会計

●下水道事業会計

上段：収益的収支　下段：資本的収支

上段：収益的収支　下段：資本的収支

上段：収益的収支　下段：資本的収支

※特定の事業を行う場合や、特定の収入を特定の支出に充てるた
めに、一般会計と区分して経理している会計で、25年度は国民健
康保険事業や介護保険事業など14会計があります。

子ども・子育て支援新制度 子ども未来課
☎ 221-1323

認定こども園の普及
新制度のポイント

　保護者の働いている状況に関わり
なく、教育・保育を一緒に受けられま
す。例えば3歳以上の場合、保護者
が仕事を始めた（辞めた）などで就
労状況が変わっても、通い慣れた園
を継続して利用できます。

●認定こども園は、幼稚園での幼児
教育と保育所での保育の機能を併
せ持つ施設です。

●市立の幼稚園・保育所は、山間地
域を除き、すべて認定こども園に移
行します。
●私立の幼稚園・保育所は、認定こ
ども園に移行するかどうか、時期も
含めて、各園の判断によります。

よくあるご質問
利用手続はどうなりますか？Q.
新制度では、まずお子さんの年齢や保護者
の就労状況に応じて市の支給認定を受け

ていただくことになりますが、手続の時期や流れ
はこれまでと大きく変わるものではありません。

幼児期の教育・保育、
地域の子育て支援の充実
●家庭状況に応じて組み合わせて利
用できる多様な支援を充実します。
　例えばこんなふうに利用できます。
普段は…
　▶認定こども園、幼稚園、
　　保育所に通園
急な用事などが入ったら…
　▶延長保育や一時預かり
子どもが病気に。でも休めない…
　▶病児・病後児保育
子育てのことで相談したい…
　▶子育て支援センター など
小学校に入学したら…
　▶放課後児童クラブ など

A.

認定こども園、幼稚園、保育所の利用
料金はどうなりますか？Q.
原則として、保護者の所得に応じた段階的
な料金体系となります。詳細は国から示され

る料金の基準を踏まえ、市が決定します。（これ
とは別に施設の判断で、バス代・教材費などの実
費・上乗せ料金が設定される場合があります。）

A.

「静岡市子ども・子育て会議」
開催中です！

　市の子ども・子育て支援につい
ての取組みなどを話し合う外部有
識者による会議で、どなたでも傍
聴できます（次回は7/1㈫開催）。

来年4月から
スタート

※支給認定とは、あらかじめ定めた客観的な基準に基づき、次
のいずれかに区分するものです。＜●1号認定…保育を必要
としない3歳以上の子（教育）●2号認定…両親共働きなどに
より、保育が必要な3歳以上の子（教育＋保育）●3号認定…
両親共働きなどにより、保育が必要な3歳未満の子（保育）＞

 ちゃむしずおか 検索

●新制度の詳細については、決まり
次第、広報しずおか、HPなどで随
時お知らせします。ご不明な点は、
お気軽にお問い合わせください。
●市子育て応援総合サイト「ちゃむ
しずおか」内の新制度に関するペー
ジを充実（7/1㈫開始予定）。スマー
トフォンでもご覧いた
だけます。

問合せ

問合せ


